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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月6日(2019.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の神経芽細胞腫の予防的又は治癒的処置に使用するための、
　抗GD2療法と、
　オルニチンデカルボキシラーゼ(ODC)を阻害する第1の薬剤と、
を含む薬物療法。
【請求項２】
　前記抗GD2療法が、GD2抗体又はGD2ワクチンである、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項３】
　前記使用が、抗GD2療法を含むが、患者内のオルニチンデカルボキシラーゼ(ODC)を阻害
する薬剤を含まない、有効量の薬物療法を患者に実施する方法と比較して、患者の異痛症
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のリスクを軽減する、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項４】
　患者内のオルニチンデカルボキシラーゼ(ODC)を阻害する第1の薬剤が、α-ジフルオロ
メチルオルニチン(DFMO)である、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項５】
　患者内のオルニチンデカルボキシラーゼ(ODC)を阻害する薬剤と組み合わせたときに、
ポリアミン経路を調節して、患者内の全体的なポリアミン含有量を低下させる、第2の薬
剤を更に含む、請求項4に記載の薬物療法。
【請求項６】
　ポリアミン経路を調節して、患者内の全体的なポリアミン含有量を低下させる第2の薬
剤が、非ステロイド系抗炎症薬(NSAID)である、請求項4に記載の薬物療法。
【請求項７】
　前記NSAIDが、アスピリン、スリンダク、又はセレコキシブである、請求項6に記載の薬
物療法。
【請求項８】
　少なくとも一方のODC1対立遺伝子プロモーターについて、そのポジション+316における
患者の遺伝子型を決定する試験から結果を取得する工程と、
　前記結果が、少なくとも一方のODC1対立遺伝子プロモーターについて、そのポジション
+316における患者の遺伝子型がGであることを示す場合にのみ前記使用を実施する工程と
、
を更に含む、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項９】
　少なくとも一方のODC1対立遺伝子について、そのポジション+316における患者の遺伝子
型を試験する工程を更に含む、請求項8に記載の薬物療法。
【請求項１０】
　前記結果が、前記遺伝子型を収録する報告を入手すること、又は前記結果を明らかにす
る患者履歴を得ることにより取得される、請求項8に記載の薬物療法。
【請求項１１】
　前記試験が、患者のODC1プロモーターの一方の対立遺伝子について、そのポジション+3
16におけるヌクレオチド塩基を決定する、請求項8に記載の薬物療法。
【請求項１２】
　前記試験が、患者のODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+3
16におけるヌクレオチド塩基を決定する、請求項8に記載の薬物療法。
【請求項１３】
　前記結果が、ODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+316にお
ける患者の遺伝子型がGGであることを示す、請求項12に記載の薬物療法。
【請求項１４】
　前記結果が、ODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+316にお
ける患者の遺伝子型がGAであることを示す、請求項12に記載の薬物療法。
【請求項１５】
　少なくとも一方のODC1対立遺伝子プロモーターについて、そのポジション+263における
患者の遺伝子型を決定する試験から結果を取得する工程と、
　前記結果が、少なくとも一方のODC1対立遺伝子プロモーターについて、そのポジション
+263における患者の遺伝子型がTであることを示す場合のみ前記使用を実施する工程と、
を更に含む、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項１６】
　少なくとも一方のODC1対立遺伝子について、そのポジション+263における患者の遺伝子
型を試験する工程を更に含む、請求項15に記載の薬物療法。
【請求項１７】
　前記結果が、前記遺伝子型を収録する報告を入手すること、又は前記結果を明らかにす
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る患者履歴を得ることにより取得される、請求項15に記載の薬物療法。
【請求項１８】
　前記試験が、患者のODC1プロモーターの一方の対立遺伝子について、そのポジション+2
63におけるヌクレオチド塩基を決定する、請求項15に記載の薬物療法。
【請求項１９】
　前記試験が、患者のODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+2
63におけるヌクレオチド塩基を決定する、請求項15に記載の薬物療法。
【請求項２０】
　前記結果が、ODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+263にお
ける患者の遺伝子型がTTであることを示す、請求項19に記載の薬物療法。
【請求項２１】
　前記結果が、ODC1プロモーターの両方の対立遺伝子について、そのポジション+263にお
ける患者の遺伝子型がTGであることを示す、請求項19に記載の薬物療法。
【請求項２２】
　前記患者が、これまでに少なくとも1ラウンドの抗がん療法を受けたことがある、請求
項1に記載の薬物療法。
【請求項２３】
　前記患者が、がん寛解状態にある、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項２４】
　DFMOが、小児投与用として製剤化される、請求項4に記載の薬物療法。
【請求項２５】
　前記患者が、小児患者である、請求項1に記載の薬物療法。
【請求項２６】
　DFMOが、エフロルニチン塩酸塩・一水和物である、請求項4に記載の薬物療法。
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